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研究成果の概要（和文）： 女性の妊娠と出生前検査をめぐる知識と経験を把握するために、妊娠と出生前検査
の経験について自由記述を含めて詳細に尋ねた首都圏でのアンケート調査（2013年実施、有効回答数 378票、有
効回収率39.5％）と、全国の妊娠経験のある女性を対象に妊娠と出生前検査の経験に焦点をあてたインターネッ
ト調査（2015年1月～2月実施、有効回答数　2,357、有効回収率26.9％）を実施し、結果を分析した。さらに出
生前検査を受検した女性、医師、遺伝カウンセラー、助産師、当事者団体等にインタビュー調査を行い、出生前
検査をめぐる情報提供、夫婦の意思決定の過程と要因、医師の検査を提供することの考えなどを分析した。

研究成果の概要（英文）：   To investigate women's experiences of their pregnancies and prenatal 
tests, we conducted three researchs as follows: 1) A questionnaire survey in the metropolitan area 
in 2013, including open ended responses (valid responses 378, with a response rate of 39.5%), 2) A 
nationwide internet survey in 2015 (valid responses 2,357, with a response rate of 26.9%), 3) 
Interviews with women who underwent at least one prenatal test, medical doctors and genetic 
counselors, and so on, focusing on their information, relations between a doctor and a patient, 
relations between a woman and her partner.
   The results show that most women underwent frequently ultrasound test but only a few women 
underwent other prenatal tests. We analyze the change in women's attitudes to their pregnancies 
since 2003. They detected the pregnancy earlier using medical tools. More women describe their 
experiences of fertility treatment. However, the description about prenatal testing are similar to 
the result in 2003.

研究分野：医療人類学
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１．研究開始当初の背景 
出生前検査は妊娠中に胎児の染色体異常
や遺伝性疾患を調べる検査の総称である。日
本では 1960 年代に出生前検査のうちの羊水
検査と超音波検査が海外から導入され、特殊
な検査としてごく一部で実施され始めた。出
生前検査の結果、胎児にある特定の障害や疾
患がわかっても、妊娠中や出生後に治療は限
られ、産んで育てるか人工妊娠中絶の選択し
かない。そのため障害者運動から批判がなさ
れ、一般にも倫理的課題が認識されてきた。
その影響もあり、医師も出生前検査を積極的
には紹介しないため、日本は、欧米と比べて、
出生前検査を受ける割合は、超音波検査を除
いて低い。ところが近年、染色体異常との関
係があると推察される胎児の後頸部浮腫
（NT）が超音波検査によって見つかるよう
になり、さらに母体血液中に微量に含まれる
胎児のDNA 断片の測定によって一部の染色
体異常を高い確率で検出するNIPTが応用さ
れたため、検査を受ける人の増加が予想され
ている。 
研究代表者の柘植あづみ、研究分担者の菅
野摂子、研究協力者の石黒真里は、2003 年
から 2005 年に「新生殖技術における意思決
定の文化・社会的要因分析―胎児診断の事例
から―」科研費基盤研究（C)（２）（課題番
号 14594023）として、都内の妊娠経験のあ
る女性への質問紙調査とインタビュー調査
を実施した。その成果を『妊娠―あなたの妊
娠経験と出生前検査の経験を教えてくださ
い』（柘植、菅野、石黒共著、洛北出版、2009
年刊）にまとめた。そこでは、障害のある子
どもを産むこと、育てることに対する戸惑い
と、出生前検査を「生命の選別」として批判
的に捉え、検査をした後に生まれた子どもへ
の罪悪感を抱くことによる葛藤が見られた。
妊婦は、様々な社会経済的要因と心理的、文
化的要因が絡まるなかで、難しい選択をして
いることがわかった。それから 10 年経て、
妊娠にかかわる医療環境の変化、新たな出生
前検査技術の応用を踏まえて、調査研究を実
施することとした。 
 
２．研究の目的 
出生前検査をめぐる経験は語り難く、日本
では調査研究が少ない。そこで、以下を目的
として研究する。 

 
(1) 出生前検査をめぐる女性の意思決定と
それに影響を与える要因を量的調査（質問紙
調査とインターネット調査）・質的調査（女
性とパートナー、障害当時者、医療者へのイ
ンタビュー調査）の両面から明らかにする。 
 
(2) 出生前検査のルールやシステム構築の
ための参考資料を提示する。 
 
(3)シンポジウム等の開催によって一般への
情報提供・問題提起をする。 

 
３．研究の方法 
(1) 質問紙調査 
① 調査方法および対象 
2013 年 7月～9月に都内保育園と子育て支
援団体 14 箇所で 958 票を配布し、自記式郵
送回収により 397 票を得た。そのうち有効回
答数 378 票（有効回収率 39.5％）となった。 
 
② 調査内容 
妊娠、流産、不妊治療、出産等の経験と、
出生前検査―超音波検査、母体血清マーカー
検査、羊水検査、新型出生前検査（NIPT）を
受けた／受けなかった理由、検査結果とその
後の決定、意見・感想などを自由記述を含め
て、尋ねた。 
 
③ 回答者 
平均年齢は 36.2 歳、子どもの人数は 1 人
40.2%、2人 46.5%、3人以上 13.3%であった。
配偶者の有無は、有 95.8％、その他が 4.3%
であった。最終学歴は大学・大学院の割合が
52.8%ともっとも高かった。妊娠中に仕事を
していた人は 85.4%、調査時点で仕事をして
いる人は 86.1%である。また、医療分野（医
療者とは限らない）での就業経験がある人は
17.0％であった。 
 
(2）インターネット調査 
① 調査方法および対象 
まず予備調査を行い、20～44 歳までの女
性で、妊娠経験があると回答し、妊娠経験等
について回答した人を抽出した。その上で、
出生前検査を受検した経験がある人（条件 a）、
受検経験はないが出生前検査を受けるかど
うか迷うなど、何らかのかかわりを持った人
（条件 b）を対象とした。調査条件に該当す
る者のみ、参加意思を確認の上、本調査に進
んでもらった。 
調査は日経リサーチ（株）に調査モニター
として登録している女性に調査協力依頼を
2015 年 1 月 30 日（金）～2015 年 2 月 9 日
（月）に配信した。配信は 8,766 名に行い、
回収数 2,378 名、有効回答数 2,357 名、回収
率 27.1％、有効回答数 26.9％となる。 
 
② 調査内容（質問項目） 
直近の妊娠の経験、出産の経験、出生前検
査―超音波検査、母体血清マーカー検査、羊
水検査、新型出生前検査（NIPT）等の検査に
ついての知識、受検状況、その理由、検査結
果とその後の決定などについて尋ねた。 
 
(3) インタビュー調査 
10 年前は妊娠経験のある女性 26 名を対
象としたインタビュー調査を実施したが、超
音波検査以外の出生前検査を受けた人が少
なかったため、今回は出生前検査を実施して
いる医師または遺伝カウンセリングに携わ
る臨床遺伝専門医 8名、遺伝カウンセラー・



臨床心理士 3名、助産師 3名、出生前診断を
受けたか受けるか検討したことがある女性
10 人と夫婦 1組に、直接面接の半構造的イン
タビューを行なった。 
調査時間は短い場合で 45 分、長い場合は 2
時間を超えた。インタビューは同意を得て録
音し、文字起こしを行なったものを分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 質問紙調査の結果と考察 
① 妊娠経験について 
妊娠年齢は 10 年前の質問紙調査と調査設
計の変更のために比較できなかった。一人の
女性の妊娠回数は 2.1 回、10 年前が 2.0 回で
大きな差はない、といえる。 
妊娠の確認は「市販の妊娠検査薬で」を選
択した人がもっとも多い 67％であった。その
次が「月経が止まって」54％を占めた。10 年
前の結果では「市販の妊娠検査薬で」が 69％、
「月経が止まって」が 64％だった。不妊治療
中の人も少なくなかったため今後の変化に
注目したい。「妊娠に気づいた時の気持ち」
については、10 年前の調査結果との顕著な違
いはみられなかった。 
 
② 妊娠中の不安への対処 
妊娠中の不安は、自分の健康についての不
安と胎児の状態についての不安に分けられ
るが、そのどちらについても、「不安があっ
た」と答えたのは 6割強であった。10 年前の
結果では、「妊娠について、あるいは生まれ
てくる子どもについて不安になったことが
ありますか」と尋ねたが、「不安があった」
と答えたのは同じく6割強であった。しかし、
不安への対処方法では、「妊娠出産に関する
本を読んだ」が 4割程度であり、10 年前の調
査では 45%から若干の減少傾向があると推察
される。代わりに「身近な人に相談」「イン
ターネットから情報を得た」は増えた。「専
門家に相談した」を選んだ人は、「自分の心
身の状態の不安」では 3 割程度だが、「胎児
の状態の不安」では 5割程度だった。専門家
に相談すると共に、インターネットや身近な
人たちからも情報を得る、という多元的な情
報収集を行う積極的な妊婦像があらわれた。 
 
③ 出生前検査についての知識 
今回の調査では「妊娠に気づいた頃」まで
に約 2 割の人が、「初めて医療機関に行った
頃」までに 6割弱の人が、出生前検査につい
て調べていたという結果が得られた。ただし、
複数の子どもがいて、以前の妊娠の際に知っ
たり調べたりした人は、この質問について、
すでに「調べた」と回答している可能性が高
い。そのため、「調べた」人の割合が大きく
なっているのかもしれない。しかしながら、
医療施設に行く前に得ていた情報について
具体的に記述していたのは、超音波検査の場
合は 16%であり、母体血清マーカー検査の場
合は 11%、羊水検査の場合は 34%であり、検

査によってばらつきがある。 
 
④ 出生前検査を受けた割合と検査結果 
今回の調査における母体血清マーカー検
査の受検は 9％、羊水検査の受検が 6％とな
った。10 年前の調査結果では、母体血清マー
カー検査が 12%、羊水検査が 6%であった。今
回の調査結果と比較すると、母体血清マーカ
ー検査が減り、羊水検査はわずかに増加した。
また、これらは一般に推計されている数値よ
りも高いが、回答者は出生前検査に関心が高
い人が一般より多くなる傾向になると推察
され、また調査地が首都圏であり、回答者の
学歴が高い傾向などが影響を与えていると
考えられる。 
母体血清マーカー検査を受けた人で、その
結果が「陽性」だったと回答した人はごくわ
ずかだった。羊水検査を受けて「何らかの異
常があった」と回答した人はいなかった。い
ずれも少人数なので 10 年前の結果と比較す
るのは難しいが、10 年前にはわずかだが異常
があったことを記述した回答があった。 
超音波検査を受けた人は 99%となった。10
年前の調査でも同様の結果であった。今回の
調査では、妊娠中に超音波検査を受けた頻度
についても尋ねたが、その結果は、「ほぼ毎
回」が 6 割を超え、「初期・中期・後期など
段階ごとに数回」は 3割強にとどまった。 
超音波検査で「何らかの異常があった」と
いう人の割合も、10 年前の調査結果とは大差
がなく、「異常」の内容も、多くは逆子、前
置（ぜんち）・低置（ていち）胎盤、胎児の
大きさ、羊水量、子宮内の出血などであった。
今回の調査では、NT 検査について尋ねたとこ
ろ、受けたと答えた人は 1割弱であった。超
音波検査に関する自由記述に NT 検査を受け
たと判断できる記述は 10 年前の調査結果で
もごく少数見られたが、増えていると推察で
き、今後の動向が注目される。その一方で、
NT 検査については受けたかどうかが「わから
ない」という人が約 5 割に上っており、「妊
婦健診の中でみてもらった」、と自由記述で
回答している人も散見されたことから、医療
者からの NT に対する説明や受検の確認など
の対応についての課題が指摘できる。 
 
⑤ 出生前検査をめぐる妊婦の意思決定 
出生前検査についての医師からの説明に
満足している人が多いことは 10 年前の調査
結果と同様である。 
出生前検査を受けるか受けないかについ
ては、「自分で決めた」と答えた人が多かっ
たが、その中には、医療者からの情報の提示
の仕方や医療者の判断に強く影響されてい
た人、さらには妊娠年齢、上の子に障害があ
るかないかなど「医学的な適応基準」（医学
的に検査を受けることが適当であるとされ
る基準、実際に受けるかどうかは本人の選択
や同意による）によって決めていた人が少な
くなかったことが、自由記述の分析から明ら



かになった。さまざまな水準の情報を豊富に
持つ妊婦が、医療者とどういった関係を結ん
でいくのかについて、今後検討していきたい。 
 
(2）インターネット調査 
① 一番最近の妊娠の経験 
希望した妊娠であった人が 8割以上で、子
どもの性別については「どちらでもよい」と
いう人が約半数であった。妊娠中に胎児の性
別を知ったという人が大多数で、全体の 4分
の 3は性別を医療者から説明されたと答えた。
市販の妊娠検査薬は 9 割近くが利用してい
た。妊娠に気づいたときの気持ちは「うれし
かった」が 7 割以上で、「困惑した」という
人は少ない。「ほっとした」「驚いた」は回答
が分散した。妊娠初期の不安では、自身の体
調や生活については 6 割前後で、胎児の発達
に関することでは7割ほどが不安だったと回
答している。一番最近の妊娠に、不妊検査・
治療を受けた人は 17.3％であった。 
 
② 出生前検査の経験 
出生前検査各種について、検査の情報提供、
受検の経験、受検した時期等を尋ねた。 
超音波検査：検査を希望した人が 4 割、「医
療者が検査をすると決めた」と回答している
人が 4 割いた。超音波検査を「受けた」とい
う人は 9 割を超えている。頻度は、10 回以
上が 4 割、6～10 回も 3 割だった。 
母体血清マーカー検査：約半数は「そうい
う検査があることを知らなかった」と回答し
ており、3 割は「希望しなかった」とした。
母体血清マーカー検査を「受けた」という人
は 7.3％であった。 
羊水検査：「検査を受けることを希望しな
かった」が 83.7％と多く、一方で、超音波検
査を除いた他の検査とくらべて、検査の存在
自体を知らないという回答は少ない。本調査
の回答者で羊水検査を「受けた」という人は
3.7％であった。 
NIPT：「そういう検査があることを知らか
った」と半数が答えている。「検査を受ける
ことを希望しなかった」が 39.4％であった。
本調査の回答者で NIPT を「受けた」という
人は 1.7％であった。 
NT 検査：「そういう検査があることを知ら
かった」が 61.6％と多く、次いで「検査を受
けることを希望しなかった」が 26.4％であっ
た。「受けた」という人は 6.7％であったが、
質問紙調査の結果と比べてかなり高い。おそ
らく妊婦健診中にエコーで偶然 NT の厚みを
指摘されたこと等も、「検査を受けた」とし
て回答したと推測され、解釈に注意を要する。 
上述の各検査について、医療者からの説明
に対する質問で、「説明はなかった」という
人が、NIPT と NT では 7 割以上、母体血清マ
ーカーや羊水検査では 6割強、超音波検査で
も 5割弱いた。 
検査を受けるかどうかについても、超音波
検査では 7割、それ以外の検査でも 6割前後

の人が「受けるかどうか尋ねられていない」
と答えた。「覚えていない」という回答も超
音波検査以外の各検査では 1割程度いる。検
査について聞いたことがないという人も含
めると、医療者から妊婦に受検の希望を問わ
れる機会は少ない様子を確認できる。 
検査を受けた/受けない理由について、超
音波検査では「受けるものだと思っていた」
と 8 割以上の人が答えている。「妊娠の経過
がわかるから」55.1%という理由が多い。 
母体血清マーカー検査、羊水検査、NIPT 検
査では、受けた理由として「胎児の異常がわ 
かるから」が最も多い。母体血清マーカー検
査や NIPT では「受けるものだと思っていた
から」という人が 3割程度いるが、羊水検査
では 1割程度しかいない。また、NIPT では「医
師から勧められたから」を約 3 割が挙げてお
り、他の検査とはやや異なっている。 
検査を受けなかった理由について、母体血
清マーカー検査、羊水検査、NIPT 検査では
「医師から言われなかった・勧められなかっ
たから」を挙げる人が多く 4割ほどいた。「必
要と思わなかった」も 4分の 1ほどの人が選
択している。 
各検査を受けた人に、検査の結果でわかっ
たことを尋ねたところ、母体血清マーカー受
検者が検査でわかったこととして、3 分の１
は「陰性であること」を挙げ、「障害がある
ことの確率」は 2 割であった。「何もわから
なかった」も 2割ほどであった。羊水検査に
進んだ人は 12.3％であった。羊水検査でわか
ったこととして半数が「陰性であること」を
挙げ、「胎児の障害の有無」と「胎児の性別」
についても約3割の人が挙げている。その後、
約 9割が妊娠を継続していた。 
 
③ 妊娠・出産に対する意識 
妊娠・出産に対する基礎的な理解について、
染色体異常や出産年齢に関する知識は正答
率が高いが、卵子凍結や羊水検査の受検率に
ついては不正解、もしくはわからないが多い。 
妊娠・出産に関する様々な考え方について、
「入手できる情報は出来る限り知っておき
たい」、「妊娠中に赤ちゃんのことを詳しく知
りたい」という意見には大多数が同意してい
るが、「結婚したら子どもをもつ」、「中絶」、
「子どもをもつためには早く結婚」という考
えに対しては意見が分かれていた。 
少子化政策に関する取り組みはいずれに
おいても、行われていないという評価であっ
た。とくに WLB（ワーク・ライフ・バランス）
については不十分であるという意見が多い。 
 
(3) インタビュー調査 
 出生前検査を実施している医師または遺
伝カウンセリングに携わる臨床遺伝専門医 8
名、遺伝カウンセラー・臨床心理士 3名、助
産師 3名、出生前診断を受けたか受けるか検
討したことがある女性または夫婦 10 人と 1
組にインタビューを行なった。 



 医師インタビューでは、新たな検査技術の
導入の意義とその課題、遺伝カウンセリング
を新たな導入した施設での現状と課題、出生
前検査の件数の増減などに加えて、新たな検
査技術の導入に慎重な意見、遺伝カウンセリ
ングの充実と環境整備の必要性、出生前診断
以外の産科医療の課題、妊婦が情報を入手す
る時期、経路と情報の内容についての課題な
どが話された。 
 遺伝カウンセラー・臨床心理士からは提供
する情報をより充実させる努力、病院におい
てカウンセリングする際の課題、妊婦の情報
入手と意思決定の傾向とその課題、サポート
のあり方などが話された。助産師からは病院
において障害のある子どもを出産した際の
サポートや出生前検査の意思決定の際のサ
ポート、課題が話された。 
 出生前検査を受けた女性とそれを迷った
女性・カップルからは、出生前検査を受けた
／受けるか検討するに至った妊娠・出産、流
産や死産、子どもを亡くした経験が話された。
たとえば、重篤とされる疾患や障害のある子
どもの出産や養育の経験、出生前検査を受検
する前の医師からの情報やパートナーとの
話し合い、葛藤、医師からの情報が医療情報
に偏っていて療育に関する情報が不足して
いること、障害のある子どもを養育する悩み
だけではなく喜びも語られた。これは出生前
検査の選択と情報を考える上で貴重な資料
であると考える。 
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